
 

第
一
節 

位
置
と
気
候 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

九 

 

第
一
章 

芦
屋
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自
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環
境 

 

第
一
節 

位
置
と
気
候 

 

市
域
と
そ
の
位
置 

 

芦
屋
市
は
、
阪
神
地
域
の
中
央
や
や
西
寄
り
を
占
め
、
大
阪
湾
に
臨
む
六
甲
山
地
の
南
側
に
、
東
西
約
二 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
七
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
短
冊
形
の
市
域
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
市
域
の
東
は
西
宮
市
、
西
は
神
戸
市
に 

接
し
、
面
積
一
六
・
〇
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
比
較
的
ま
と
ま
り
の
よ
い
形
を
呈
し
て
い
る
。
背
山
の
六
甲
山
地
が
海
に
せ
ま
っ 

て
大
阪
平
野
の
西
を
限
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
は
、
西
国
街
道
が
箕
面
の
山
麓
か
ら
武
庫

む

こ

の
平
野
を
横
断
し
て
、
は
じ
め
て
海
岸
に 

打
ち

ヽ

ヽ

出
る

ヽ

ヽ

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
打う

ち

出で

の
街
道
筋
を
中
心
と
し
た
台
地
や
海
岸
の
微
高
地
が
最
初
の
主
要
な
生
活
の
舞
台
で
あ
っ 

た
。
し
か
し
、
背
山
か
ら
流
れ
出
る
芦
屋
川
が
山
麓
に
扇
状
地
を
つ
く
っ
て
乱
流
し
、
荒
れ
川
と
な
っ
て
氾
濫

は
ん
ら
ん

を
く
り
か
え
し
た
た 

め
、
現
在
の
都
心
部
と
も
い
う
べ
き
芦
屋
川
の
ほ
と
り
は
安
定
し
た
農
地
の
開
発
が
遅
れ
、
明
治
以
前
は
大
き
な
集
落
の
発
達
を
み 

な
か
っ
た
。 

明
治
に
な
っ
て
、
産
業
が
発
達
し
、
大
阪
・
神
戸
の
両
都
市
が
発
展
す
る
に
と
も
な
い
、
東
西
交
通
の
回
廊
と
し
て
の
芦
屋
の
位 

置
は
、
こ
こ
に
交
通
幹
線
を
集
中
せ
し
め
、
そ
の
昔
、
難
波

な

に

わ

の
都
か
ら
海
越
し
の
「
向
こ
う
の
山
」
と
み
ら
れ
た
六
甲
山
の
南
麓 

に
、
時
代
が
移
っ
て
、
郊
外
住
宅
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
住
宅
都
市
芦
屋
が
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
阪 
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・
神
戸
両
都
市
の
都
心
部
ま
で
一
〇
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
地
理
的
位
置
と
、
住 

宅
地
と
し
て
最
良
の
条
件
を
備
え
た
芦
屋
は
、
気
品
の
高
い
住
宅
都
市
と
し
て
繁
栄 

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

市
域
の
東
端
は
、
西
宮
市
と
の
市
境
、
堀
切
川
の
川
口
で
東
経
一
三
五
度
一
九
分 

三
九
秒
、
北
端
は
、
六
甲
山
の
分
水
界
を
わ
ず
か
に
越
え
て
、
仁
川
の
最
上
流
に
あ 

た
る
水
無
谷
に
か
か
る
渓
流
橋
畔
の
茨
谷
尻
で

い
ば
ら
だ
に
じ
り

北
緯
三
四
度
四
六
分
五
二
秒
、
西
端 

は
、
六
甲
主
峰
の
東
隣
り
、
六
甲
越
の
峠
「
に
の
こ
し
」
で
東
経
一
三
五
度
一
六
分 

五
秒
、
南
端
は
、
芦
屋
川
口
で
北
緯
三
四
度
四
二
分
五
六
秒
の
地
点
で
あ
る
。
ま 

た
、
市
域
の
重
心
は
芦
屋
川
峡
谷
弁
天
岩
の
東
方
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
中
に
あ 

た
る
。 

瀬
戸
内
式
の
温
和
な
気
候 

 

芦
屋
市
は
、
瀬
戸
内
海
の
東
端
大
阪
湾
に
臨
み
、 

表
六
甲
に
位
置
す
る
た
め
、
気
候
は
瀬
戸
内
式
気
候
に
属
し
、
温
暖
で
比
較
的
雨
量 

が
少
な
く
、
わ
が
国
で
も
晴
天
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
気
候
の
特
徴
は
、
と
く
に
都
市
生
活
に
と
っ
て
快
適
な
条
件 

で
あ
り
、
加
え
て
、
山
を
負
い
海
に
臨
む
本
市
の
地
形
環
境
に
よ
っ
て
、
大
気
の
め
ぐ
り
も
良
く
、
空
気
が
清
ら
か
で
風
光
明
美
な 

住
宅
都
市
芦
屋
の
大
き
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

本
市
内
の
気
象
観
測
と
し
て
は
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
山
頂
に
あ
る
劔
谷
森
林
気
象
観
測
所
（
神
戸
営
林
署
管
内
）
が
昭
和
十
年
三
月
以 
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一 

  

来
観
測
を
続
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
開
設
以
来
、
池
野
良
之
助
技
官
が
た
っ
た
一
人
で
観
測 

を
続
け
「
人
間
灯
台
」
と
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。
市
街
地
で
は
、
市
消
防
本
部
が
昭
和
二
十
八
年 

七
月
か
ら
観
測
を
始
め
、
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。 

こ
れ
ら
両
者
の
観
測
資
料
に
よ
る
と
、
平
地
部
で
は
、
年
平
均
気
温
が
摂
氏
一
六
・
一
度 

で
、
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
四
月
下
旬
の
気
温
に
あ
た
り
、
常
春

と
こ
は
る

の
温
和
な
気
候
と
い
え
る
。
し
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し
、
芦
屋
市
の
よ
う
に
、
海
岸
の
低
地
か
ら
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
わ
た
っ
て
市
域
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
気
温 

の
地
域
差
が
あ
り
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
（
五
六
五
メ
ー
ト
ル
）
で
は
一
二
・
三
度
、
六
甲
山
頂
部
で
は
一
〇
・
五
度
と
下
が
る
。
こ
の
よ 

う
に
、
平
地
部
と
六
甲
山
頂
部
と
で
は
、
五
度
か
ら
六
度
の
差
が
あ
り
、
お
よ
そ
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
高
く
な
る
毎
に
約
〇
・
六
度
の 

割
り
で
低
く
な
っ
て
い
る
。
夏
の
六
甲
山
頂
部
は
、
二
二
度
と
市
街
地
に
比
べ
て
五
～
六
度
低
く
、
涼
を
求
め
る
避
暑
客
で
に
ぎ
わ 

う
。
市
域
に
手
近
に
登
れ
る
山
地
を
持
つ
こ
と
も
芦
屋
の
特
色
の
一
つ
で
あ 

ろ
う
。
気
温
の
季
節
に
よ
る
移
り
具
合
を
み
る
と
、
冬
は
五
度
く
ら
い
ま
で 

下
り
、
夏
は
二
八
度
を
越
え
て
暑
い
日
が
続
く
。
し
か
し
、
芦
屋
地
方
は
、 

わ
が
国
の
他
の
地
方
に
比
べ
て
、
夏
と
冬
と
の
気
温
の
差
が
少
な
い
方
に
属 
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す
る
。 

降
水
量
は
、
平
野
部
で
年
間
約
一
二
〇
〇
ミ 

リ
メ
ー
ト
ル
で
、
わ
が
国
で
も
雨
の
少
な
い
地 

方
で
あ
る
が
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
で
は
、
一
六
六
〇 

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
六
甲
山
頂
部
で
は
二
〇
〇
〇 

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同 

じ
市
域
で
も
、
山
地
部
で
は
、
高
度
を
増
す
に 

従
っ
て
雨
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
季 

節
に
よ
る
雨
の
状
態
を
み
る
と
、
夏
に
多
く
、 

冬
に
少
な
い
が
、
夏
で
も
八
月
は
割
合
に
少
な 

く
、
年
に
よ
っ
て
は
極
端
に
少
な
い
と
き
が
あ 

り
、
渇
水
を
う
っ
た
え
る
こ
と
が
あ
る
。
降
雨 

が
少
な
い
こ
と
は
、
晴
天
日
数
が
多
い
こ
と
に 

つ
な
が
り
、
芦
屋
で
は
、
平
均
、
年
間
二
一
〇 

日
が
晴
天
で
、
雨
天
は
三
四
日
に
す
ぎ
な
い
。 

 

次
に
、
あ
る
特
定
の
日
に
特
徴
的
な
天
候
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  現
わ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る 

特
異
日
の
芦
屋
に
お
け
る
的
中 

具
合
は
表
６
の
通
り
で
あ
る
。 

こ
れ
を
み
る
と
、「
好
天
に
な
る 

日
」
は
比
較
的
よ
く
的
中
し
、 

「
悪
天
に
な
る
日
」
に
的
中
し 

な
い
場
合
が
多
い
こ
と
は
、
晴 

天
の
多
い
芦
屋
地
方
の
気
候
を 

反
映
し
て
面
白
い
。 

背
山
の
影
響
を
う
け
る
風
向 

わ
が
国
で
は
、
季
節
風
の
影
響 

を
う
け
て
冬
季
に
は
北
西
風
が 

卓
越
し
、
夏
季
に
は
南
東
風
が 

普
通
で
あ
る
が
、
芦
屋
で
は
ど 

う
で
あ
ろ
う
か
。
風
向
は
、
日 

に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
定
し
な 
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い
が
、
一
日
中
の
最
多
風
向
を
一
六
方
位
に
分 

け
、
一
か
月
間
の
出
現
数
を
グ
ラ
フ
に
表
わ
す 

と
、
図
６
の
よ
う
な
形
を
示
す
。
こ
れ
を
み
る 

と
、
市
街
地
で
は
、
冬
に
西
風
が
、
夏
に
は
南 

西
の
風
が
卓
越
し
、
グ
ラ
フ
の
形
は
、
東
北
東 

か
ら
西
南
西
に
の
び
る
六
甲
山
地
の
主
軸
の
方 

向
に
非
常
に
よ
く
に
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ 

市
域
で
も
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
で
は
、
冬
は
北
西
の 

風
、
夏
は
東
風
と
な
っ
て
、
比
較
的
わ
が
国
季 

節
風
の
一
般
型
に
近
い
。
こ
れ
は
、
六
甲
南
麓 

に
位
置
す
る
芦
屋
の
市
街
地
で
は
、
風
が
背
山 

の
遮
蔽

し
や
へ
い

の
影
響
を
受
け
て
山
麓
線
の
方
向
に
卓 

越
し
、
高
度
の
高
い
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
で
は
、
六
甲 

主
峰
の
遮
蔽
の
影
響
が
少
な
い
た
め
で
あ
ろ 

う
。 
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第
二
節 

地
質
と
地
質
系
統 

 

芦
屋
地
方
の
地
質
系
統 

 

芦
屋
地
方
の
地
質
は
、
背
山
を
構
成
し
て
い
る
固
い
岩
盤
と
山
麓
か
ら
海
岸
へ
か
け
て
の
台
地
や
低 

地
を
構
成
し
て
い
る
未
凝
固
の
地
層
と
か
ら
で
き
て
い
る
。
岩
盤
は
、
山
地
を
つ
く
っ
て
い
る
ほ
か
、
平
野
部
の
地
層
の
基
盤
と
な 

っ
て
深
く
広
く
横
た
わ
っ
て
い
る
。
台
地
や
低
地
の
地
層
は
、
か
つ
て
の
湖
底
や
浅
海
底
に
堆
積
し
た
土
砂
が
陸
上
に
現
わ
れ
た
も 

の
や
、
か
つ
て
の
河
原
で
あ
っ
た
礫
層

れ
き
そ
う

な
ど
で
あ
っ
て
、
基
盤
岩
を
う
す
く
覆
っ
て
い
る
関
係
に
あ
る
。 

芦
屋
市
域
に
出
て
い
る
基
盤
岩
は
、
古
生
層
と
花
崗
岩

か
こ
う
が
ん

で
あ
り
、
被
覆
層
は
、
大
阪
層
群
、
段
丘
礫
層
と
呼
ば
れ
る
洪こ

う

積
層

せ
き
そ
う

お
よ 

び
沖
積
層
で

ち
ゆ
う
せ
き
そ
う

あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
質
系
統
を
芦
屋
市
周
辺
の
関
係
深
い
も
の
も
含
め
、
生
成
の
順
に
配
列
す
る
と
表
８
の
よ
う
に
な 

る
。 お

多
福
山
古
生
層 

 

古
生
層
は
、
芦
屋
地
方
で
も
っ
と
も
起
源
の
古
い
岩
石
で
、
芦
屋
川
と
住
吉
川
と
の
間
の
山
地
―
―
東
お 

多
福
山
・
七
兵
衛
山
・
金
鳥
山
―

き
ん
ち
よ
う
ざ
ん

―
と
高
座
川
の
中
流
、
山
手
中
学
校
の
北
西
方
に
分
布
し
、
硬
い
砂
岩
や
頁
岩

け
つ
が
ん

の
互
層
か
ら
で
き 

て
い
る
。
古
生
層
の
と
こ
ろ
は
、
ま
わ
り
の
花
崗
岩
の
と
こ
ろ
に
比
べ
て
山
容
が
な
だ
ら
か
で
植
生
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
古
生 

層
は
、
北
摂
山
地
か
ら
丹
波
山
地
に
か
け
て
は
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
六
甲
山
地
で
は
島
状
に
存
在
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ 

れ
は
、
六
甲
山
地
で
は
地
盤
の
隆
起
に
と
も
な
い
、
一
面
に
分
布
し
て
い
た
古
生
層
が
侵
蝕
さ

し
ん
し
よ
く

れ
て
下
の
花
崗
岩
が
露
出
し
、
侵
蝕
か 

ら
残
っ
た
古
生
層
の
一
部
が
花
崗
岩
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る
形
で
点
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
昭
和
三
十
九
年
に 
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一
九 

 

阪
神
上
水
道
の
送
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
行
な
わ
れ
た 

と
き
、
隣
接
の
神
戸
市
東
灘
区
本
山
町
で
、
地
表
で 

は
古
生
層
の
金
鳥
山
の
下
で
あ
る
の
に
ト
ン
ネ
ル
内 

は
花
崗
岩
で
あ
っ
た
こ
と
で
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、 

古
生
層
の
花
崗
岩
と
の
接
触
部
は
花
崗
岩
の
迸
入
に

へ
い
に
ゆ
う

 

と
も
な
う
強
い
熱
変
成
作
用
を
う
け
て
変
成
岩
の
ホ 

ル
ン
フ
ェ
ル
ス
と
変
わ
っ
て
い
る
。
古
生
層
は
、
ほ 

ぼ
東
西
方
向
ま
た
は
北
東
～
西
南
方
向
の
走
向

そ
う
こ
う

を
示 

し
、
六
〇
度
以
上
の
急
傾
斜
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
と 

く
に
東
お
多
福
山
付
近
は
断
層
の
影
響
を
う
け
て
激 

し
く
乱
さ
れ
、
付
近
の
地
殻
変
動
の
激
し
さ
を
物
語 

っ
て
い
る
。 

六
甲
山
地
の
花
崗
岩 

 

六
甲
山
地
の
大
部
分
は 

六
甲
花
崗
岩
で
あ
る
が
、
芦
屋
川
以
西
の
山
地
の
南 

縁
に
は
別
種
の
布
引
花
岡
岩
が
分
布
し
、
両
者
は
断 

層
で
接
し
て
い
る
。
こ
の
二
種
類
の
花
崗
岩
の
関
係 
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は
、
高
座
滝
付
近
の
露
頭

ろ

と

う

で
、
布
引
花
崗
岩
が
六
甲
花
崗
岩
中
に
捕 

獲
岩
と
し
て
入
っ
て
い
る
こ
と
や
、
布
引
花
崗
岩
が
接
触
変
質
を
う 

け
て
緑
泥
石
化
し
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
布
引
花 

崗
岩
が
先
に
存
在
し
、
後
か
ら
六
甲
花
崗
岩
が
迸
入
し
た
も
の
と
考 

え
ら
れ
て
い
る
。
古
い
方
の
布
引
花
崗
岩
は
、
一
般
に
中
粒
質
で
白 

黒
か
す
り
状
を
呈
し
、
本
市
域
で
は
、
城
山
の
南
麓
か
ら
西
方
へ
か 

け
て
、
一
部
が
露
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
新
し
い
方
の
六
甲
花 

崗
岩
は
、
比
較
的
細
粒
の
も
の
と
粗
粒
の
も
の
に
分
れ
、
特
徴
の
あ 

る
淡
桃
色
の
カ
リ
長
石
が
ま
じ
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
基
盤
岩
で
あ
る
花
崗
岩
が
、
背
山
か
ら
ど
の
よ
う
な 

状
態
で
芦
屋
市
街
地
の
地
下
に
も
ぐ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
山 

地
南
端
の
水
車
谷
付
近
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
に
よ
る
と
、
山
麓
に
断 

層
（
芦
屋
断
層
）
が
あ
っ
て
、
花
崗
岩
は
地
下
二
三
五
メ
ー
ト
ル
ま 

で
一
気
に
下
っ
て
い
る
こ
と
が
分
っ
て
い
る
。
ま
た
、
芦
屋
・
西
宮 

市
境
に
沿
う
南
北
線
の
数
個
所
で
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
爆
発
に
よ
る
人 

工
地
震
波
を
起
こ
し
、
地
下
の
岩
盤
に
当
た
っ
て
反
射
し
て
く
る
弾 
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性
波
の
到
達
時
間
か
ら
基
盤
岩
の
深
さ
を
知
る
調
査
が
行
な
わ
れ
た
結
果
で
は
、 

海
岸
付
近
で
地
下
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
山
麓 

か
ら
海
岸
ま
で
、
わ
ず
か
三
～
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
に
、
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も 

深
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
背
山
の
急
崖
が
そ
の
ま
ま
地
下
に
も
つ
づ
い
て
い
る 

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
対
岸
の
大
阪
港
付
近
で
は
、
花
崗
岩
は
地
下
一
五 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
背
山
の
花
崗
岩
は
、 

大
阪
湾
底
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
所
で
、
対
岸
の
大
阪
方
面
、
生
駒
山
地 

の
花
崗
岩
と
連
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
背
山
の
花
崗
岩
は
、 

六
甲
山
地
や
阪
神
地
方
の
地
下
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
広
く
西
南
日
本
内 

帯
の
地
下
一
円
に
横
た
わ
っ
て
い
る
大
規
模
な
基
盤
岩
で
あ
る
。
ま
た
、
六
甲
花 

崗
岩
は
阪
神
地
方
か
ら
西
方
、
中
国
地
方
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
中
国
型
花
崗 

岩
に
属
し
、
布
引
花
崗
岩
は
阪
神
地
方
か
ら
東
方
、
近
畿
地
方
中
央
部
に
か
け
て 

分
布
し
て
い
る
領
家

り
よ
う
け

型
花
崗
岩
に
属
し
て
い
る
。 

花
崗
岩
の
風
化 

 

花
崗
岩
は
風
化
が
進
み
や
す
く
、
深
部
風
化
の
結
果
、「
マ
サ
（
真
砂
）」
と
呼
ば
れ
る
風
化
層
が
形
成
さ
れ 

る
。
本
市
域
の
六
甲
山
地
で
は
、
山
稜
地
域
の
石
宝
殿
付
近
や
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
山
頂
の
平
坦
面
に
深
部
風
化
が
み
ら
れ
る
。
六
甲
山
地 

の
「
マ
サ
」
は
神
戸
市
鶴
甲
山

つ
る
か
ぶ
と

の
ボ
ー
リ
ン
グ
お
よ
び
切
取
り
の
結
果
か
ら
、
地
表
よ
り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
さ
に
達
し
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い
る
こ
と
が
判
明
し
、
本
市
域
の
山
頂 

部
の
風
化
も
は
げ
し
い
こ
と
が
推
定
さ 

れ
る
。 

ま
た
、
六
甲
山
の
花
崗
岩
は
、
と
こ 

ろ
に
よ
っ
て
割
れ
め
の
入
り
方
に
粗
密 

が
あ
り
、
山
地
の
東
南
部
に
大
割
れ
が 

多
く
、
北
西
部
は
中
割
れ
が
目
立
ち
、 

北
東
部
に
は
小
割
れ
が
集
中
し
て
い 

る
。
そ
の
よ
う
な
割
れ
め
の
特
徴
は
、 

花
崗
岩
の
鉱
物
粒
子
の
大
き
さ
と
非
常 

に
よ
く
対
応
し
、
さ
ら
に
、
小
割
れ
地 

域
で
は
、
岩
が
細
分
化
し
や
す
い
た
め 

に
大
き
な
岩
塊
は
み
ら
れ
な
い
の
に
対 

し
て
、
大
割
れ
地
域
で
は
地
表
に
岩
塊 

が
目
立
っ
て
い
る
。 

大
阪
層
群 

 

山
麓
か
ら
ほ
ぼ
阪
急 
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四 

 

 

電
車
線
ま
で
の
高
台
一
帯
か
ら
南
の
翠
ケ
丘
町
に
い 

た
る
台
地
を
構
成
す
る
か
な
り
厚
い
地
層
で
、
阪
急 

電
車
線
よ
り
北
で
は
、
高
台
の
地
表
を
つ
く
る
段
丘 

礫
層
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
谷
筋
や
台
地
の
末
端 

部
に
露
出
し
て
い
る
。
末
凝
固
の
砂
層
・
細
礫
層
や 

粘
土
層
が
重
な
っ
て
い
る
。
同
種
の
地
層
は
、
六
甲 

山
地
南
麓
の
み
で
な
く
、
千
里
丘
陵
を
は
じ
め
、
大 

阪
平
野
周
縁
の
丘
陵
地
を
構
成
し
、
さ
ら
に
平
野
の 

地
下
一
円
に
伏
在
し
、
大
阪
層
群
と
呼
ば
れ
て
い 

る
。
こ
の
地
層
は
、
地
質
時
代
鮮
新
世
末
か
ら
洪
積 

世
の
前
半
に
か
け
て
現
在
の
大
阪
平
野
と
大
阪
湾
を 

合
し
た
地
域
に
湖
（
古
大
阪
湖
）
が
出
現
し
、
や
が
て
内
海
に
発
達
し
た
大
き
な
凹
地
に
、
周
囲
の
山
地
か
ら
流
入
す
る
土
砂
が
堆 

積
し
つ
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
湖
か
ら
海
へ
の
堆
積
環
境
の
変
化
は
、
地
層
の
下
半
に
礫
層
が
多
く
、
淡
水
成
粘
土
層
を
は
さ
む
の 

に
対
し
て
、
上
半
は
砂
礫
層
と
海
成
粘
土
層
の
互
層
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
数
枚
の
火
山
灰
層
を
は
さ
み
、 

な
か
で
も
、
第
三
海
成
粘
土
層
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
う
す
い
ア
ズ
キ
色
を
し
た
ア
ズ
キ
火
山
灰
層
は
、
厚
さ
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

内
外
の
砂
質
火
山
灰
層
で
、
大
阪
平
野
全
域
に
分
布
が
追
跡
で
き
、
一
見
し
て
判
別
も
可
能
な
た
め
、
も
っ
と
も
重
要
な
鍵
層
と
な 
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二
五 

 

っ
て
、
こ
の
ア
ズ
キ
火
山
灰
層
を
境
に
し
て
大
阪
層
群
は
上
部
と
下
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
ア
ズ
キ
火
山
灰
層
は
、
岩
園
町
の
東
端
、
芦
屋
・
西
宮
市
境
の
高
塚
山
西
側
の
崖
、
高
度
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
露 

出
し
、
そ
こ
か
ら
西
宮
市
の
丘
陵
地
を
北
東
の
方
向
に
の
び
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
市
内
の
大
阪
層
群
は
、
市
境
の
高
塚
山
を 

境
に
、
北
に
大
阪
層
群
の
下
部
が
、
南
に
上
部
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
大
阪
層
群
下
部
は
、
基
盤
の
花
崗
岩
上
に
直
接
堆 

積
し
て
い
る
も
の
で
、
六
麓
荘
町
か
ら
朝
日
ヶ
丘
町
、
山
手
町
、
三
条
町
に
か
け
て
の
高
台
を
刻
む
谷
壁
に
露
出
し
、
さ
ら
に
、
山
中 

の
奥
池
の
北
側
か
ら
芦
屋
ゴ
ル
フ
場
付
近
に
も
飛
地
状
に
分
布
し
て
い
る
。
芦
屋
ゴ
ル
フ
場
東
端
の
ト
ッ
ク
リ
谷
で
は
、
メ
タ
セ
コ 

イ
ア
・
オ
オ
バ
ラ
モ
ミ
な
ど
と
ヒ
ノ
キ
・
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
な
ど
の
植
物
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
芦
屋
ゴ
ル
フ
場
付
近
の
大
阪
層
群 
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は
標
高
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
度
に
分
布
し
、
阪
神
地
方
で
も
洪
積
層
の
分
布
高
度 

と
し
て
は
高
い
と
さ
れ
て
い
る
西
宮
ゴ
ル
フ
場
付
近
の
大
阪
層
群
よ
り
、
さ
ら
に
二 

〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
高
い
。
こ
の
よ
う
に
、
六
甲
山
中
の
高
所
に
、
大
阪
層
群
が
分
布 

す
る
こ
と
は
、
大
阪
層
群
堆
積
後
の
六
甲
山
地
の
隆
起
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
材
料 

を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
海
成
粘
土
層
と
そ
の
上
に
く
る
ピ
ン
ク
火
山
灰
層 

は
岩
園
町
に
出
て
い
る
。
ア
ズ
キ
火
山
灰
層
よ
り
南
に
分
布
す
る
大
阪
層
群
上
部
は 

高
塚
山
以
南
の
翠
ケ
丘
町
の
台
地
を
構
成
し
て
い
る
。
な
お
、
大
阪
層
群
の
模
式
地 

で
あ
る
千
里
丘
陵
で
は
、
ア
ズ
キ
火
山
灰
層
を
含
む
第
三
海
成
粘
土
層
か
ら
上
に
、 

第
八
海
成
粘
土
層
ま
で
六
枚
の
海
成
粘
土
層
を
含
む
の
で
あ
る
が
、
本
市
域
で
は
、 

六
甲
山
地
の
上
昇
に
伴
う
断
層
と
地
層
生
成
後
の
侵
蝕
に
よ
っ
て
な
く
な
り
、
下
方 

の
三
枚
の
海
成
粘
土
が
出
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
大
阪
層
群
の
走
向
・
傾
斜
は
次
の 

通
り
で
、
一
般
に
南
へ
緩
斜
し
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
断
層
の
影
響
を
う 

け
て
北
へ
傾
い
て
い
る
個
所
も
あ
る
。 

芦
屋
川
笠
ヶ
塚 

 
 
 
 

走
向
北
八
〇
度
東
、
傾
斜
南
へ
八
度 

三
条
町 

 
 
 
 
 
 
 

走
向
北
六
〇
度
東
、
傾
斜
東
南
へ
二
〇
度 

高
座
橋
上
流 

 
 
 
 
 

走
向
北
五
〇
度
東
、
傾
斜
西
北
へ
五
度 
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岩
ケ
平
、
市
民
病
院
西 

 

走
向
北
八
〇
度
西
、
傾
斜
南
へ
五
度 

高
塚
山
西
麓 

 
 
 
 
 

走
向
北
七
〇
度
東
、
傾
斜
南
ヘ
一
六
度 

打
出
親
王
塚
町 

 
 
 
 

走
向
北
四
〇
度
東
、
傾
斜
北
へ
一
〇
度 

花
原
（
芦
屋
ゴ
ル
フ
場
） 

走
向
北
五
〇
度
東
、
傾
斜
南
東
へ
二
五
度 

段
丘
礫
層 

 

山
の
手
一
帯
の
高
台
を
お
お
っ
て
い
る
礫
層
は
段
丘
礫
層
と
呼
ば
れ
、
大
阪
層
群
が
下
部
洪
積
層
あ
る
い
は
古
期 

（
旧
期
）
洪
積
層
と
も
い
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
上
部
洪
積
層
あ
る
い
は
新
期
洪
積
層
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
芦
屋
地
方
で
は
、 

花
崗
岩
の
亜
角
礫
を
粗
砂
が
充
塡
し

じ
ゆ
う
て
ん

た
厚
さ
一
メ
ー
ト
ル
前
後
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
程
度
の
未
凝
固
の
地
層
で
、
緩
斜
し
た
大
阪
層
群 

を
不
整
合
に
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
礫
層
は
、
隆
起
し
た
大
阪
層
群
上
に
河
川
が
堆
積
し
た
古
い
扇
状
地
堆
積
物
で
あ
る
。 

地
盤
の
間
欠
的
な
隆
起
―
―
そ
の
原
因
に
は
海
水
準
の
変
化
も
あ
る
の
で
陸
地
の
海
面
に
対
す
る
相
対
的
な
隆
起
―
―
に
よ
っ 

て
、
川
は
扇
状
地
面
を
刻
み
こ
み
、
古
い
扇
状
地
面
が
台
地
・
段
丘
と
化
し
た
も
の
で
、
古
く
早
く
段
丘
化
し
た
扇
状
地
面
ほ
ど
高 

い
。
ま
た
、
段
丘
形
成
時
代
を
通
じ
て
、
六
甲
山
地
の
隆
起
が
続
い
た
た
め
、
段
丘
面
も
傾
動
し
、
古
く
高
い
段
丘
面
ほ
ど
段
丘
面 

の
傾
斜
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。 

古
く
て
高
い
部
類
の
も
の
は
、
奥
池
北
側
付
近
の
礫
層
や
芦
屋
川
上
流
蛇
谷
周
縁
の
礫
層
が
あ
り
、
山
麓
で
は
、
芦
屋
川
谷
口
の 

山
手
町
の
高
台
お
よ
び
東
芦
屋
町
か
ら
東
山
町
に
か
け
て
の
芦
屋
神
社
の
あ
る
高
台
な
ど
が
そ
れ
で
、
普
通
、
高
位
段
丘
と
呼
ば
れ 

て
い
る
。
奥
池
の
西
、
奥
山
付
近
の
礫
屑
お
よ
び
山
麓
の
六
麓
荘
町
か
ら
翠
ケ
丘
町
に
か
け
て
の
高
台
は
中
位
の
段
丘
に
分
類
さ 

れ
、
芦
屋
川
沿
い
の
山
手
町
の
一
部
お
よ
び
高
座
川
の
谷
口
近
く
の
山
芦
屋
町
か
ら
西
山
町
、
三
条
町
に
か
け
て
の
低
い
台
地
は
低 
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位
の
段
丘
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

沖
積
層 

 

沖
積
層
は
現
在
の
芦
屋
川
や
宮
川
お
よ
び
傍
示
川
や
江
尻
川
が
堆
積
し
た
も
っ
と
も
新
し
い
地
層
で
、
主
と
し
て
扇 

状
地
堆
積
物
で
あ
る
。
宮
川
よ
り
西
で
は
、
阪
急
線
以
南
の
市
街
地
を
、
宮
川
よ
り
東
で
は
、
阪
神
電
車
線
以
南
の
市
街
地
を
形
成 

し
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
に
沿
っ
て
東
西
に
の
び
た
砂
州
か
あ
り
、
宮
川
の
東
に
は
、
台
地
の
南
端
に
沿
っ
て
、
阪
神
電
車
線
と
第 

二
阪
神
国
道
と
の
間
に
狭
長
な
砂
州
堆
積
物
が
の
び
て
い
る
。
芦
屋
の
平
野
は
、
山
麓
の
傾
斜
地
に
あ
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
縄
文
海 

進
の
海
成
層
は
海
岸
の
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
、
武
庫
川
の
よ
う
な
広
い
三
角
州
堆
積
物
の
発
達
は
み
ら
れ
な
い
。 

地
質
構
造 

 

芦
屋
地
方
の
地
質
構
造
で
支
配
的
な
も
の
は
断
層
で
あ
る
。
新
第
三
紀
以
後
、
大
阪
湾
を
中
心
と
す
る
周
辺
の
土 

地
は
、
中
心
部
が
沈
降
し
周
縁
の
山
地
部 

が
次
第
に
隆
起
す
る
と
い
う
造
盆
地
運
動 

が
続
き
、
そ
の
ひ
ず
み
に
よ
っ
て
、
断
層 

が
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
市
域
で
は
、 

六
甲
山
地
南
斜
面
の
三
大
断
層
で
あ
る
五 

助
橋
断
層
、
芦
屋
断
層
、
甲
陽
断
層
の
三 

つ
の
断
層
が
お
も
な
も
の
で
あ
る
。 

五
助
橋
断
層
は
、
六
甲
主
峰
と
前
山
と 

を
分
つ
断
層
で
、
住
吉
川
上
流
の
五
助
橋 
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近
く
で
最
初
に
確
認
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
名
が
あ
る
。
奥
池
か
ら
花
原 

の
芦
屋
ゴ
ル
フ
場
に
か
け
て
の
山
間
盆
地
の
北
縁
を
通
る
。
芦
屋
ゴ
ル 

フ
場
で
の
露
頭
で
は
、
大
阪
層
群
下
部
の
礫
層
上
に
三
〇
度
の
低
角
度 

で
西
北
よ
り
花
崗
岩
が
つ
き
上
げ
た
逆
断
層
で
、
断
層
面
上
の
花
崗
岩 

は
約
三
メ
ー
ト
ル
以
上
も
圧
砕
さ
れ
て
い
る
。
芦
屋
ゴ
ル
フ
場
以
東
で 

は
、
芦
屋
川
上
流
の
ト
ッ
ク
リ
谷
、
芦
屋
川
本
谷
な
ど
に
断
層
を
追
跡 

す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
芦
有
道
路
展
望
台
付
近
か
ら
小
笠
峠
へ
と 

の
び
て
い
る
。
五
助
橋
断
層
の
北
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
副 

断
層
の
大
月
断
層
が
ほ
ぼ
平
行
し
て
走
り
、
東
お
多
福
山
の
北
か
ら
林 

山
の
北
を
へ
て
熊
笹
峠
の
北
側
へ
と
抜
け
て
い
る
。
こ
の
断
層
は
断
層 

面
が
約
八
〇
度
北
へ
傾
い
た
逆
断
層
で
あ
る
。 

芦
屋
断
層
は
、
前
山
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
・
荒
地
山
山
塊
の
南
麓
を
限
る 

断
層
で
、
山
手
中
学
校
校
庭
、
芦
屋
川
水
車
谷
付
近
、
芦
屋
市
霊
園
な 

ど
で
確
め
ら
れ
た
。
断
層
面
は
、
北
へ
六
〇
～
八
〇
度
傾
き
、
大
阪
層 

群
上
に
花
崗
岩
が
つ
き
上
げ
た
逆
断
層
で
あ
る
。
ま
た
、
芦
屋
川
右 

岸
、
城
山
の
東
麓
（
水
車
谷
付
近
）
で
、
温
泉
を
湧
出
さ
せ
る
目
的
で 
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深
井
戸
を
掘
さ
く
中
、
地
下
の
芦
屋
断
層
の
構
造
が
判
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
る 

と
、
掘
さ
く
地
の
標
高
九
五
メ
ー
ト
ル
の
地
表
か
ら
三
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
花
崗
岩 

盤
で
、
そ
の
下
四
メ
ー
ト
ル
の
間
は
断
層
角
礫
と
断
層
粘
土
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り 

深
度
二
三
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
大
阪
層
群
、
そ
の
下
は
花
崗
岩
盤
と
な
っ
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
地
表
下
三
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
大
阪
層
群
上
に
花
崗
岩
が
逆 

断
層
で
つ
き
あ
げ
、
断
層
の
垂
直
転
位
量
は
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
こ
と 

を
示
し
て
い
る
。 

甲
陽
断
層
は
、
芦
屋
・
西
宮
市
境
の
高
塚
山
南
方
か
ら
北
東
へ
甲
陽
方
面
に
の 

び
る
断
層
で
、
地
上
で
は
大
阪
層
群
分
布
地
域
を
通
っ
て
い
る
。
高
塚
山
付
近
の 

丘
陵
は
、
昭
和
三
十
三
年
、
公
団
住
宅
の
宅
地
造
成
工
事
の
際
、
切
り
開
か
れ
、 

高
塚
山
西
面
の
崖
に
甲
陽
断
層
の
露
頭
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
断
層
は
垂
直
に
近
い 

逆
断
層
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
芦
屋
・
西
宮
市
境
に
沿
う
数
箇
所
で
行
な 

わ
れ
た
地
震
探
査
の
結
果
で
は
、
基
盤
岩
は
甲
陽
断
層
を
境
に
し
て
約
四
〇
〇
メ 

ー
ト
ル
南
側
が
深
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
表
近
く
の
断
層
に
よ
る
運
動
量 

は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
地
震
探
査
の
結
果
を
正
し
い 

と
す
る
と
、
こ
の
断
層
が
大
阪
層
群
堆
積
中
か
ら
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て 
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い
る
。 

参 

考 

文 
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治
寅
次
郎
（
一
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五
三
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芦
屋
市
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質
調
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報
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屋
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上
治
寅
次
郎
（
一
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五
九
） 

芦
屋
市
城
山
東
麓
の
衝
上
断
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地
質
学
雑
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六
五
―
七
六
八 

藤
田
和
夫
（
一
九
六
一
） 

六
甲
山
地
の
ス
ラ
ス
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槙
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教
授
記
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文
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藤
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・
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間
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郎
（
一
九
六
五
） 

神
戸
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お
よ
び
隣
接
地
域
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明
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藤
田
和
夫
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九
六
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西
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お
よ
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縁
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地
質
（
西
宮
市
二
万
五
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分
一
地
質
図
説
明
書
） 

西
宮
市 

藤
田
和
夫
・
笠
間
太
郎
（
一
九
六
五
） 

六
甲
山
地 

日
本
地
質
学
会
第
七
二
年
会
地
質
見
学
案
内
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地
形
の
特
徴
と
地
形
区 
 

芦
屋
市
の
市
域
は
、
六
甲
山
地
の
山
頂
部
か
ら
海
岸
に
お
よ
ぶ
た
め
、
山
あ
り
谷
あ
り
、
丘
あ
り
平 

地
あ
り
海
も
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
の
舞
台
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
形
の
多
様
性
が
芦
屋
の
自
然
の
も
っ
と
も
大 

き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
臨
海
都
市
で
あ
る
の
に
、
三
角
州
や
氾
濫
原
の
低
地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
平
野
部
も
扇
状
地
性
の
緩 

斜
地
で
高
燥
な
土
地
で
あ
る
こ
と
も
芦
屋
の
地
形
の
特
徴
で
あ
る
。
地
形
は
、
い
ろ
い
ろ
な
土
地
性
質
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
ほ 

と
ん
ど
随
伴
的
関
係
に
あ
る
か
ら
、
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地
形
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
関
す
る
自
然
の
性
質
を
総
合
的
に
代
表
し
て 
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表
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

市
域
の
お
お
ま
か
な
地
形
の
よ
う
す
と
、
東
六
甲
地
方 

に
お
け
る
芦
屋
市
の
地
形
上
の
位
置
は
切
峰
面
図
に
表
わ 

さ
れ
て
い
る
。
切
峰
面
図
の
等
高
線
が
密
な
と
こ
ろ
は
傾 

斜
が
大
き
く
、
反
対
に
粗
な
部
分
は
傾
斜
の
ゆ
る
や
か
な 

こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
図
に
よ
る
と
、
六
甲
山
地 

の
南
斜
面
は
、
ひ
と
つ
づ
き
の
斜
面
で
な
く
、
山
腹
に
ひ 

と
つ
、
段
が
あ
っ
て
主
峰
部
と
前
山
に
分
れ
、
そ
の
間
に 

奥
池
の
凹
地
が
存
在
す
る
こ
と
、
主
峰
部
や
前
山
の
山
腹 

斜
面
が
東
西
に
比
較
的
直
線
状
に
の
び
て
い
る
急
斜
面
で 

あ
る
こ
と
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
や
二
五
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線 

が
海
岸
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、 

武
庫
川
平
野
と
比
べ
て
非
常
に
海
岸
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ 

る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。 

本
市
域
を
、
ほ
ぼ
同
じ
特
徴
を
そ
な
え
た
地
域
に
大
き 

く
分
つ
と
①
背
山
の
六
甲
山
地
、
②
山
麓
の
洪
積
台
地
、 
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③
海
岸
平
野
の
三
つ
の
地
域
と
な
り
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
ま
た
細
か
い
い
ろ 

い
ろ
な
地
形
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。 

六
甲
山
地 

 

本
市
域
の
半
ば
以
上 

を
占
め
て
い
る
六
甲
山
地
は
、
最
高
点 

九
三
二
メ
ー
ト
ル
の
地
塁
山
地
で
大
阪 

湾
を
は
さ
ん
で
東
の
生
駒
山
地
と
相
対 

し
、
淡
路
島
と
と
も
に
大
阪
平
野
・
大 

阪
湾
盆
状
地
の
西
を
限
っ
て
い
る
。
山 

地
の
主
軸
は
北
東
か
ら
南
西
に
の
び
、 

山
麓
線
も
ほ
ぼ
主
軸
に
平
行
し
て
直
線 

状
に
の
び
て
い
る
。
市
域
の
六
甲
山
地 

は
、
切
峰
面
図
で
考
察
し
た
よ
う
に
、 

階
段
状
の
山
腹
を
示
し
、
主
峰
に
連
な
っ
た
六
甲
山
地
主
部
と
前
山
（
東
六
甲
前
山
山
地
）
に
分
れ
、
そ
の
間
に
奥
池
盆
地
を
は
さ 

ん
で
い
る
。 

六
甲
山
地
主
部
は
、
山
頂
小
起
伏
面
と
前
面
の
五
助
橋
断
層
崖
と
か
ら
で
き
て
い
る
。
山
頂
小
起
伏
面
は
、
西
六
甲
か
ら
東
六
甲 
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に
か
け
て
つ
づ
い
て
い
る
山
頂
平
坦
面
の
東
の
延
長
部
に
あ
た
り
、
本
市 

域
で
は
芦
屋
川
上
流
諸
支
谷
の
谷
頭
侵
蝕
に
よ
っ
て
平
坦
面
が
刻
ま
れ
、 

主
分
水
界
と
諸
支
谷
間
に
残
さ
れ
た
稜
線
部
に
平
坦
面
の
面
影
を
み
る
に 

す
ぎ
な
い
。
主
分
水
界
に
は
西
よ
り
後
鉢
巻
山
（
八
九
五
）、
石
宝
殿
（
八 

八
〇
）
、
鉢
巻
山
（
八
一
五
）
、
と
が
が
尾
（
七
二
〇
）
と
つ
づ
き
、
東
に 

ゆ
く
に
従
っ
て
順
に
高
度
を
下
げ
る
。
主
分
水
界
か
ら
南
へ
は
、
芦
屋
川 

本
谷
の
東
側
で
は
林
山
（
七
四
六
）
へ
、
西
側
で
は
蛇
谷
北
山
（
八
三
六
）、 

蛇
谷
南
山
（
七
二
五
）
と
つ
づ
く
が
、
東
お
多
福
山
の
北
か
ら
林
山
の
北 

へ
か
け
て
大
月
断
層
谷
が
通
る
た
め
、
こ
の
断
層
谷
に
よ
っ
て
林
山
、
蛇 

谷
北
山
は
山
頂
部
か
ら
切
断
さ
れ
、
六
甲
山
地
主
部
内
に
お
い
て
前
山

ま
え
や
ま

化 

し
て
い
る
。
五
助
橋
断
層
崖
は
、
六
甲
中
腹
を
走
る
逆
断
層
崖
で
水
平
距 

離
わ
ず
か
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
、
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
比
高
を
示
す 

急
崖
で
あ
る
。 

奥
池
盆
地
は
、
五
助
橋
断
層
崖
と
前
山
山
地
と
の
間
に
あ
る
幅
約
五
〇 

〇
メ
ー
ト
ル
の
盆
地
で
、
南
に
傾
い
た
緩
斜
地
で
あ
る
。
東
端
に
人
工
湖 

の
奥
池
が
あ
り
、
高
度
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
山
中
の
別
天
地
を
形
成
し 
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て
い
る
。 

前
山
山
地
（
東
六
甲
前
山
山
地
）
は
、
芦
屋
川
の
谷
に
よ
っ
て
東
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
山
地
と
西
の
荒
地
山
山
地
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。 

い
ず
れ
も
、
山
頂
小
起
伏
面
と
前
面
の
芦
屋
断
層
崖
お
よ
び
芦
屋
川
渓
谷
と
か
ら
で
き
て
い
る
。
前
山
山
地
は
山
頂
小
起
伏
面
の
保 

存
が
よ
く
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
山
地
、
荒
地
山
山
地
と
も
に
五
五
〇
～
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
面
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
六
甲
山
頂
の
小
起
伏 

面
お
よ
び
前
山
山
地
の
山
頂
小
起
伏
面
は
と
も
に
隆
起
し
た
準
平
原
が
川
の
侵
蝕
か
ら
残
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地 

下
深
所
に
迸
入
し

へ
い
に
ゆ
う

た
花
崗
岩
体
が
、
そ
の
後
の
地
殻
運
動
に
よ
っ
て
隆
起
し
、
上
部
を
覆
っ
て
い
た
古
生
層
と
と
も
に
長
い
地
質
時 

代
に
侵
蝕
を
う
け
、
海
面
の
安
定
期
―
―
陸
地
と
海
面
と
の
相
対
的
な
位
置
関
係
が
変
化
し
な
か
っ
た
時
期
―
―
に
、
河
川
に
よ
っ 

て
海
面
近
く
の
高
度
ま
で
侵
蝕
し
つ
く
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
平
原
と
同
じ
よ
う
な
広
大
な
小
起
伏
平
坦
地
（
準
平
原
）
と
な
っ
た
後
、
地 

殻
運
動
に
よ
っ
て
現
在
の
高
度
に
持
ち
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
六
甲
山
頂
面
と
前
山
山
頂
面
と
は
、
か
つ
て
同
一
の
水
準
に
あ 

っ
た
、
ひ
と
続
き
の
準
平
原
で
、
そ
れ
が
六
甲
断
層
運
動
に
よ
っ
て
、
直
接
に
は
五
助
橋
断
層
に
よ
り
、
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高 

度
差
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
芦
屋
断
層
崖
は
、
崖
高
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
対
す
る
水
平
距
離
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
急
崖 

で
、
逆
断
層
の
芦
屋
断
層
の
活
動
に
よ
っ
て
成
長
し
た
断
層
崖
で
あ
る
。 

六
甲
山
地
の
風
化
と
地
形 

 

六
甲
山
地
は
、
山
頂
小
起
伏
面
を
中
心
に
花
崗
岩
の
風
化
が
進
み
、
特
有
な
地
形
を
現
出
し
て
い 

る
。
山
頂
小
起
伏
面
は
、
現
在
の
河
川
の
作
用
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
盤
隆
起
前
の
河
川
に
よ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
前
輪
廻

ぜ
ん
り
ん
ね 

の
地
形
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
、
現
輪
廻
の
河
谷
の
侵
蝕
（
谷
頭
侵
蝕
）
が
お
よ
ぶ
と
侵
蝕
に
対
す
る
抵
抗
力
の
少
な
い
風
化
土 

層
は
急
激
に
侵
蝕
さ
れ
て
崩
壊
す
る
た
め
、
そ
の
部
分
に
バ
ッ
ド
ラ
ン
ド
（
悪
地
）
―
―
地
表
が
ほ
と
ん
ど
あ
ま
ね
く
若
い
谷
に
刻 
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ま
れ
て
通
過
困
難
な
土
地
―
―
が
出
現
す
る
。
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
一
帯
は
、
こ
の
よ
う
な
地
形
の
と 

こ
ろ
で
、
風
化
土
層
の
厚
い
荒
地
山
山
地
の
南
部
に
、
若
返
っ
て
侵
蝕
力
を
増
し
た
高
座
川
の
地
獄 

谷
・
梅
谷
の
谷
頭
が
の
び
て
急
速
に
谷
頭
侵
蝕
を
お
こ
な
い
、
風
化
土
層
に
達
し
て
形
成
さ
れ
た
も 

の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
付
近
の
花
崗
岩
は
、
割
れ
め
の
間
隔
の
大
き
い
大
割
れ
地
域
で
、
割 

れ
め
に
そ
っ
て
風
化
の
進
ん
だ
部
分
が
ま
ず
刻
ま
れ
、
か
た
い
骨
の
部
分
が
残
っ
た
た
め
、
比
較
的 

大
刻
み
の
丸
味
を
も
っ
た
バ
ッ
ド
ラ
ン
ド
が
形
成
さ
れ
た
。
同
種
の
地
形
は
、
裏
側
の
蓬
萊
峡
に

ほ
う
ら
い
き
よ
う

も 
み
ら
れ
る
が
、
そ
こ
は
岩
石
が
割
れ
め
の
小
さ
い
花
崗
岩
地
帯
で
あ
る
た
め
、
同
じ
バ
ッ
ド
ラ
ン
ド
で 

も
形
が
鋸
刃
状
あ
る
い
は
尖
塔
状
で
、
し
か
も
、
も
ろ
い
の
に
比
べ
、
面
白
い
対
照
を
み
せ
て
い
る
。 

六
甲
山
地
に
お
け
る
花
崗
岩
の
割
れ
め
の
大
小
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
南
東
部
に
大
割
れ
が
、
北
西
部
に
中
割
れ
が
、
北
東 

部
に
小
割
れ
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
前
節
で
の
べ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
割
れ
め
の
密
度
の
地
域
差
と
地
形
と
の
間
に
は
、 

密
接
な
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
、
割
れ
め
の
間
隔
の
相
違
は
、
岩
塊
・
岩
屑
な
ど
の
大
き
さ
の
差
に
そ
の
ま
ま
反
映
し
、
こ
れ
が
、 

さ
ら
に
山
地
の
侵
蝕
や
地
形
の
状
態
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
割
れ
地
域
に
は
、
小
起
伏
平
坦
面
の
保
存
が 

よ
く
、
小
割
れ
地
域
ほ
ど
開
析

か
い
せ
き

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。 

ま
た
、
岩
塊
は
、
小
割
れ
地
域
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
が
、
大
割
れ
地
域
の
地
表
に
は
岩
塊
が
目
立
ち
、
岩
塊
は
、
頂
部
よ
り 

も
基
底
部
の
地
表
に
接
す
る
部
分
の
方
が
風
化
の
進
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
、
地
表
に
お
け
る
風
化
作
用
と
と
も
に 

地
下
の
水
を
媒
介
と
し
た
風
化
作
用
が
よ
り
著
し
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。 



 

第
一
章 

芦
屋
の
自
然
環
境 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

三
八 



 

第
三
節 

地 
 

 

形 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

三
九 

  

山
麓
の
洪
積
台
地 

 

前
山
山
地
の
山
麓
に
ひ
ろ
が
る
高
台
で
、
三
条
・
山
芦
屋
町
付
近
で
は
幅
せ
ま
い
台
地
に
す
ぎ
な
い
が
、 

東
す
る
に
つ
れ
て
幅
を
増
し
、
山
手
・
東
芦
屋
・
東
山
町
で
は
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
六
麓
荘
・
朝
日
ケ
丘
・
岩
園
町
で
は
幅
二
・
五 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
広
い
地
域
に
及
ん
で
い
る
。
一
帯
は
、
山
手
住
宅
地
と
し
て
有
名
な
地
域
で
、
東
は
西
宮
、
西
は
神
戸
の
山 

手
に
つ
づ
く
台
地
で
あ
る
。
本
市
域
で
は
、
宮
川
よ
り
東
部
に
六
麓
荘
山
麓
台
地
、
岩
ケ
平
台
地
、
翠
ケ
丘
台
地
に
区
分
さ
れ
、
西 

部
に
は
芦
屋
台
地
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
台
地
は
、
芦
屋
川
や
宮
川
が
山
麓
に
形
成
し
た
古
い
扇
状
地
が
間
欠
的
な
地
盤 

の
隆
起
に
よ
っ
て
台
地
化
し
た
も
の
で
、
早
く
台
地
化
し
た
と
こ
ろ
は
高
い
台
地
を
つ
く
り
、
緩
斜
し
た
平
坦
な
台
地
面
と
な
り
、 

下
位
の
台
地
や
低
地
と
の
境
は
崖
（
段
丘
崖
）
や
斜
面
と
な
っ
て
い
る
。 

六
麓
荘
山
麓
台
地
は
、
段
丘
化
し
た
土
石
流
が
基
盤
の
大
阪
層
群
を
覆
う
緩
斜
段
丘
で
、
高
度
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
末
端
で 

は
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
下
る
。
岩
ケ
平
台
地
は
、
大
阪
層
群
の
丘
陵
地
を
住
宅
地
化
の
目
的
で
台
地
状
に
改
変
さ
れ
た
地
域
で
、
高
度 

七
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
丘
陵
地
が
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
台
地
と
な
っ
た
。
翠
ケ
丘
台
地
は
、
大
阪
層
群
を
う
す
い
段
丘
礫
層
が
お 

お
う
中
位
の
台
地
で
、
高
度
四
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
南
端
で
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
下
っ
て
い
る
。
翠
ケ
丘
台
地
は
市
内
で
も
っ
と
も
南 

に
突
き
出
た
台
地
で
、
他
の
高
台
が
阪
急
電
車
線
以
北
に
分
布
す
る
の
に
対
し
て
、
阪
急
電
車
線
か
ら
阪
神
電
車
線
に
い
た
る
間
に 

ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
宮
川
よ
り
西
に
は
、
芦
屋
台
地
が
芦
屋
川
の
両
岸
に
扇
状
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
大
阪
層
群
上
に
、 

か
つ
て
芦
屋
川
が
乱
流
し
て
堆
積
し
た
扇
状
地
堆
積
物
が
覆
っ
た
台
地
で
、
左
岸
で
は
旧
扇
頂
部
の
高
度
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
末 

端
は
七
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
に
下
り
、
ま
た
、
台
地
末
端
部
は
人
工
的
な
段
化
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
芦
屋
川
流
域
で
は
、
高
位 

の
段
丘
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
右
岸
で
は
、
高
座
川
と
の
合
成
扇
状
地
面
が
段
丘
化
し
た
も
の
で
高
度
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
か
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三
五
メ
ー
ト
ル
前
後
に
下
る
斜
面
で
あ
る
。 

海
岸
平
野 

 

山
麓
台
地
か
ら
海
岸
に
い
た
る
地
域
は
、
現
在
の
芦
屋
川
や
宮
川
お
よ
び
東
川
、
堀
切
川
な
ど
の
諸
河
川
が
土
砂 

を
運
搬
堆
積
し
た
扇
状
地
で
あ
る
。
芦
屋
川
は
比
較
的
早
い
時
期
に
流
路
の
固
定
化
が
行
な
わ
れ
た
た
め
か
、
扇
状
地
の
末
広
が
り 

の
形
が
充
分
で
な
く
、
川
は
天
井
川
と
化
し
て
河
床
が
ま
わ
り
の
平
野
面
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。 

芦
屋
天
井
川
微
高
地
は
、
天
井
川
と
化
し
た
芦
屋
川
の
沿
岸
で
、
洪
水
の
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
自
然
堤
防
の
上
に
更
に
盛
土
し
て 

作
ら
れ
た
半
人
工
的
な
微
高
地
で
、
一
般
面
よ
り
四
メ
ー
ト
ル
前
後
も
高
く
な
っ
て
い
る
。 

芦
屋
川
扇
状
地
を
は
じ
め
、
東
の
宮
川
扇
状
地
、
西
の
東
川
扇
状
地
は
、
現
在
の
よ
う
に
人
為
的
に
流
路
が
固
定
さ
れ
る
前
に 

は
、
洪
水
時
に
河
川
の
転
流
が
著
し
く
、
谷
口
を
か
な
め
に
形
成
さ
れ
た
扇
状
の
堆
積
緩
斜
地
で
、
砂
礫
層
か
ら
で
き
て
い
る
。
砂 

礫
層
の
た
め
、
河
水
は
多
く
伏
流
し
、
上
水
道
布
設
ま
で
優
秀
な
井
水
の
供
給
源
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
表
面
は
高
燥
で
、
扇
央
部 

の
月
若
町
、
松
ノ
内
町
一
帯
は
比
較
的
地
下
水
位
が
低
く
、
扇
端
部
の
国
鉄
芦
屋
駅
か
ら
阪
神
国
道
業
平
橋

な
り
ひ
ら
ば
し

付
近
に
か
け
て
は
地
下 

水
が
浅
く
な
り
、
清
水
が
湧わ

き
や
す
い
。
東
川
流
域
の
清
水
町
は
、
段
丘
化
し
た
扇
状
地
の
末
端
か
ら
清
水
が
湧
き
出
て
い
た
こ
と 

に
由
来
す
る
地
名
で
あ
ろ
う
。 

芦
屋
川
扇
状
地
と
宮
川
と
の
間
に
は
、
扇
状
地
よ
り
傾
斜
が
め
だ
っ
て
小
さ
い
緩
扇
状
地
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
芦
屋
川
扇
状
地 

の
前
縁
部
に
相
当
す
る
が
、
宮
川
の
影
響
も
う
け
て
い
る
の
で
芦
屋
川
・
宮
川
合
成
緩
扇
状
地
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
構
成
物
質
も 

砂
が
主
で
、
扇
状
地
に
比
し
て
細
粒
で
あ
る
。 

芦
屋
川
自
然
堤
防
・
宮
川
自
然
堤
防
は
、
芦
屋
川
や
宮
川
が
、
洪
水
時
に
あ
ふ
れ
出
る
さ
い
、
両
岸
に
砂
を
堆
積
し
た
も
の
で
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洪
水
が
お
さ
ま
る
と
、
流
路
に
沿
っ
て
あ
た
か
も
堤
防
の
よ
う
に
続
く
微
高
地
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

打
出
浜
砂
州
は
、
海
岸
に
う
ち
よ
せ
る
波
に
よ
っ
て
で
き
た
砂
質
の
微
高
地
で
、
打
出
奥
砂
州
は
、
か
つ
て
阪
神
電
車
線
付
近
ま 

で
海
が
侵
入
し
て
い
た
時
代
に
当
時
の
海
岸
に
形
成
さ
れ
た
砂
州
の
名
残
り
で
あ
る
。 

芦
屋
浜
海
岸
低
地
は
、
打
出
浜
砂
州
の
後
背
低
地
に
あ
た
り
、
地
表
の
傾
斜
は
き
わ
め
て
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
現
在
は
、
ほ
と
ん 

ど
全
域
に
わ
た
っ
て
盛
土
が
行
わ
れ
、
人
工
的
な
盛
土
地
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
尻
川
・
堀
切
川
流
域
の
第
二
阪
神
国
道
付 

近
に
は
、
打
出
浜
砂
州
と
奥
砂
州
に
は
さ
ま
れ
た
後
背
低
地
の
名
残
り
が
み
ら
れ
る
。
宮
川
、
江
尻
川
、
堀
切
川
の
上
流
に
は
、
両 

側
を
台
地
に
は
さ
ま
れ
た
谷
底
平
野
が
樹
枝
状
に
の
び
て
い
る
。
後
背
低
地
と
谷
底
平
野
は
水
利
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
が
豪
雨
時
に 

流
れ
が
集
中
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。 
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下
に
構
た
わ
っ
て
基
盤 



 

第
四
節 

地
形
発
達
史 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

四
五 

  
と
な
っ
て
い
る
の
が
花
崗
岩
の
大
岩
盤
で
、
か
つ
て
準
平
原
を
形
成
し
、
六
甲
山
頂
部
や
前
山
山
頂
部
に
そ
の
名
残
り
を
留
め
て
い 

る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
本
節
で
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
芦
屋
地
方
の
自
然
が
形
成
さ
れ
て
き
た
過
程
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。 

花
崗
岩
の
う
ち
、
芦
屋
川
以
西
の
山
麓
に
分
布
す
る
布
引
花
崗
岩
は
、
迸
入
時

へ
い
に
ゅ
う

期
を
決
定
す
る
の
に
十
分
な
地
層
と
の
関
係
が
得 

ら
れ
な
い
た
め
、
布
引
花
崗
岩
自
体
の
特
徴
か
ら
、
近
畿
中
部
笠
置
山
地
な
ど
に
分
布
す
る
領
家
花
崗
岩
と
同
種
の
も
の
と
判
定
さ 

れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
地
質
時
代
中
生
代
の
は
じ
め
、
ト
リ
ア
ス
紀
中
期
に
迸
入
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
六
甲
山
地 

の
大
部
分
を
構
成
す
る
六
甲
花
崗
岩
は
、
岩
石
自
体
の
特
徴
は
広
島
花
崗
岩
に
属
し
、
布
引
花
崗
岩
と
の
関
係
で
は
、
高
座
滝
付
近 

に
お
い
て
布
引
花
崗
岩
を
捕
獲
し
て
い
る
こ
と
や
、
布
引
花
崗
岩
に
接
触
変
成
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
布
引
花
崗
岩
よ
り
後
に 

迸
入
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
一
方
、
裏
六
甲
で
有
馬
層
群
に
六
甲
花
岡
岩
が
迸
入
し
て
い
る
関
係
か
ら
、
有
馬
層
群
よ
り
後
で
あ
る 

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
六
甲
花
崗
岩
は
、
中
生
代
の
末
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

花
崗
岩
の
迸
入
は
、
深
成
岩
の
名
が
示
す
通
り
、
当
時
、
古
生
層
か
ら
で
き
て
い
た
芦
屋
地
方
の
地
下
深
所
の
出
来
事
で
あ
っ
た 

が
、
そ
の
後
、
中
生
代
の
末
期
か
ら
新
生
代
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
こ
の
地
方
の
地
盤
の
上
昇
が
続
き
、
そ
の
間
、
長
い
間
の
侵
蝕 

に
よ
っ
て
表
面
の
古
生
層
は
、
次
第
に
失
わ
れ
、
内
部
の
花
崗
岩
が
地
表
に
露
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
、
す
な 

わ
ち
、
新
生
代
に
入
っ
た
古
第
三
紀
の
こ
ろ
、
こ
の
地
方
の
地
盤
が
海
水
準
に
対
し
て
相
対
的
に
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
し
、
そ
の 

間
に
河
蝕
の
基
準
化
作
用
―
―
海
水
準
ま
で
陸
地
を
削
り
下
げ
る
作
用
―
―
が
進
み
、
当
時
の
海
水
準
に
連
な
る
準
平
原
が
形
成
さ 

れ
た
。
こ
の
準
平
原
は
、
近
畿
中
部
か
ら
中
国
地
方
に
い
た
る
広
大
な
範
囲
に
お
よ
ん
だ
。
こ
の
準
平
原
面
が
、
現
在
の
六
甲
山
地 

の
山
頂
平
坦
面
や
東
六
甲
前
山
山
地
の
山
頂
小
起
伏
面
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
地
下
の
基
盤
の
表
面
や
対
岸
の
生
駒
山
地
山
頂
小
起
伏 
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面
も
同
種
の
も
の
で
あ
る
。 

新
第
三
紀
中
新
世
に
入
る
と
、
長
期
に
わ
た
っ
た
地
盤
の
安
定
が
く
ず
れ
、
沈
降
部
と
隆
起
部
に
分
れ
、
現
六
甲
山
地
の
北
西
部 

か
ら
南
西
部
に
か
け
て
の
沈
降
部
に
古
神
戸
湖
が
出
現
し
、
湖
底
に
は
地
層
が
生
成
し
た
。
神
戸
層
群
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
地
層 

は
、
宝
塚
か
ら
千
里
丘
陵
に
か
け
て
の
地
下
に
も
分
布
し
て
い
る
が
、
芦
屋
市
域
に
は
分
布
し
な
い
こ
と
か
ら
、
芦
屋
地
方
は
六
甲 

隆
起
部
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
新
世
の
後
期
に
は
、
地
盤
は
全
面
的
に
隆
起
し
て
古
神
戸
湖
は
消
滅
し
、
か
わ
っ
て 

瀬
戸
内
火
山
系
の
活
動
が
は
じ
ま
る
。
甲
山

か
ぶ
と

や
大
阪
・
奈
良
府
県
境
の
二
上
山

に
じ
よ
う
さ
ん

は
、
そ
の
当
時
の
火
山
活
動
の
名
残
り
で
あ
る
が
芦 

屋
市
域
に
は
関
係
の
岩
石
や
地
層
は
存
在
し
な
い
。 

六
甲
山
地
の
形
成
と
大
阪
層
群
の
生
成 

 

鮮
新
世
後
期
に
な
る
と
、
こ
の
地
方
は
全
般
的
に
沈
降
す
る
と
と
も
に
、
中
新
世
に 

芽
ば
え
た
隆
起
部
と
沈
降
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
隆
起
・
沈
降
の
傾
向
を
続
け
、
沈
降
部
に
は
古
大
阪
湖
が
生
じ
、
や
が
て
海
水
が
侵 

入
し
、
内
海
に
連
な
っ
て
古
大
阪
湾
と
な
り
、
新
し
い
地
層
が
堆
積
し
て
行
っ
た
。
現
六
甲
山
地
域
や
淡
路
島
、
対
岸
の
生
駒
山
地 

域
な
ど
は
隆
起
部
と
な
っ
て
隆
起
を
つ
づ
け
、
そ
の
間
の
古
大
阪
湾
地
区
は
沈
降
部
と
な
っ
て
沈
降
を
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の 

古
大
阪
湾
沈
降
部
に
堆
積
し
た
地
層
が
大
阪
層
群
で
、
ひ
ろ
く
大
阪
平
野
の
周
縁
に
分
布
し
、
本
市
域
で
は
山
麓
か
ら
海
岸
に
い
た 

る
ま
で
表
層
の
下
一
面
に
分
布
し
、
台
地
の
崖
や
芦
屋
・
西
宮
市
境
の
高
塚
山
付
近
に
露
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
奥
池
盆
地
に
も
大 

阪
層
群
下
郡
が
分
布
し
、
古
大
阪
湖
が
か
つ
て
こ
の
あ
た
り
ま
で
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
の
六
甲
山 

地
は
、
現
山
地
主
部
の
せ
ま
い
地
域
が
湖
中
の
半
島
か
、
島
状
に
浮
び
対
岸
の
生
駒
山
地
も
同
じ
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら 

れ
る
。 
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芦
屋
地
方
に
古
大
阪
湖
が
ひ
ろ
が
り
、
大
阪
層
群
が
堆
積
し
は
じ
め
た
の
は
、
芦
屋
付
近
に
分
布
す
る
大
阪
層
群
の
最
下
位
層
で 

あ
る
奥
池
盆
地
西
部
、
花
原
付
近
の
地
層
か
ら
メ
タ
セ
コ
イ
ア
・
オ
オ
バ
ラ
モ
ミ
な
ど
現
在
、
中
国
南
部
・
台
湾
な
ど
に
あ
る
暖
帯 

性
の
化
石
と
ヒ
ノ
キ
・
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
な
ど
を
産
し
、
一
方
、
花
原
の
大
阪
層
群
と
き
わ
め
て
層
準
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る
西
宮
ゴ
ル 

フ
場
付
近
の
地
層
か
ら
は
、「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
植
物
群
」
の
ほ
か
に
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
マ
ツ
・
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
の
よ
う
な
寒
冷
植
物
、
ヒ 

ノ
キ
の
よ
う
な
乾
性
的
な
化
石
を
産
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
気
候
が
し
だ
い
に
寒
冷
化
し
た
洪
積
世
の
第
一
氷
期
に
入
ろ
う
と
す 

る
時
代
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
広
い
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
た
古
大
阪
湖
に
対
し
て
、
六
甲
隆
起
部
を
は
じ
め
周
縁
の
隆
起
部
は
地
盤
の
上
昇
を
続 

け
、
周
縁
の
大
阪
層
群
は
次
第
に
陸
化
し
は
じ
め
た
。 

古
大
阪
湖
の
出
現
以
来
、
大
阪
湾
地
区
が
沈
降
を
続
け
、
反
対
に
六
甲
を
は
じ
め
ま
わ
り
の
山
地
郡
が
隆
起
を
続
け
る
と
い
う
一 

連
の
地
殼
運
動
は
「
六
甲
変
動
」
と
よ
ば
れ
、
芦
屋
地
方
を
含
め
、
今
日
の
近
畿
中
部
一
帯
の
地
形
を
形
成
し
た
最
も
基
本
的
な
地 

殼
運
動
で
あ
る
。
六
甲
変
動
の
進
行
に
と
も
な
い
、
基
盤
岩
は
ひ
ず
み
に
耐
え
き
れ
ず
多
く
の
断
裂
を
生
じ
、
そ
の
後
は
断
裂
面
を 

境
に
地
殼
変
動
が
進
行
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
断
裂
は
隆
起
郡
が
く
さ
び
状
に
は
じ
き
出
さ
れ
る
形
を
と
り
、
逆
断
層
の 

性
質
を
も
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
古
第
三
紀
に
形
成
さ
れ
た
基
盤
岩
の
準
平
原
は
き
り
さ
か
れ
、
凹
凸
の
は
げ
し
い
地
形
に
変
わ
っ 

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
六
甲
山
地
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
凸
部
で
、
東
六
甲
山
地
の
六
甲
・
五
助
橋
・
芦
屋
・
甲
陽
の 

各
逆
断
層
の
成
長
の
結
果
で
あ
る
。
芦
屋
地
方
の
断
面
図
（
図
27
）
に
よ
っ
て
、
各
断
層
の
垂
直
転
位
量
を
み
る
と
、
裏
六
甲
の 

六
甲
断
層
は
約
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
表
六
甲
の
五
助
橋
断
層
は
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
芦
屋
断
層
は
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
甲
陽
断 
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層
は
約
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
断
層
は
、
い
ず
れ
も
大 

阪
層
群
を
き
っ
て
い
る
か
、
大
阪
層
群
上
に
つ
き
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
断
層
の
主 

な
活
動
期
は
大
阪
層
群
堆
積
後
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
大
阪
層
群
堆
積
中 

も
山
地
部
が
隆
起
し
、
大
阪
湾
の
中
心
部
が
沈
降
す
る
と
い
う
六
甲
変
動
は
進
行
し
た 

か
ら
、
当
然
、
そ
れ
に
断
層
運
動
が
付
随
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
六
甲
山
地
の
も 

っ
と
も
高
い
と
こ
ろ
を
通
過
す
る
五
助
橋
断
層
は
、
大
阪
層
群
下
部
に
花
崗
岩
が
つ
き 

あ
げ
、
付
近
に
上
部
層
を
欠
く
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
侵
蝕
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、 

そ
の
活
動
は
大
阪
層
群
堆
積
中
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
奥
池
盆
地
付
近
が
大 

阪
層
群
堆
積
中
の
比
較
的
早
い
時
期
に
陸
化
し
、
上
部
層
の
堆
積
を
み
な
か
っ
た
も
の 

と
考
え
ら
れ
る
。
芦
屋
断
層
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま 

た
、
甲
陽
断
層
に
つ
い
て
は
、
地
表
近
く
で
の
落
差
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
な
い 

の
に
、
基
盤
の
落
差
が
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か 

ら
、
こ
の
断
層
が
大
阪
層
群
堆
積
中
か
ら
活
動
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

次
に
、
山
麓
の
台
地
に
分
布
す
る
段
丘
礫
層
は
、
断
層
に
よ
る
直
接
の
変
位
を
う
け 

て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
断
層
の
主
な
活
動
は
、
こ
れ
ら
段
丘
礫
層
堆
積
前 

に
終
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
五
助
橋
断
層 
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の
副
断
層
で
あ
る
渦う

ず

ケ
森も

り

断
層
が
神
戸
市
東
灘
区
渦
ケ
森
で
高
位
断
丘
礫
層
上
に
六
甲
花
崗
岩
を
つ
き
あ
げ
た
露
頭
が
発
見
さ
れ
、 

さ
ら
に
山
陽
新
幹
線
工
事
に
よ
り
新
神
戸
駅
敷
地
で
諏
訪
山
断
層
が
古
期
扇
状
地
礫
層
を
引
き
ず
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て 

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
段
丘
礫
層
堆
積
後
に
お
い
て
も
、
六
甲
山
地
の
断
層
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
、
本
市
域
に
お
い
て 

も
、
活
動
し
た
可
能
性
が
絶
無
で
は
な
い
。
し
か
し
、
六
甲
山
地
周
辺
で
は
、
一
般
に
段
丘
礫
層
が
主
要
断
層
を
被
覆
し
て
い
る
こ 

と
か
ら
、
大
き
く
み
た
場
合
に
は
、
六
甲
断
層
運
動
の
時
期
は
、
大
阪
層
群
堆
積
後
、
段
丘
礫
層
堆
積
前
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ 

う
。
現
在
の
阪
神
地
方
の
地
形
は
、
六
甲
断
層
運
動
に
よ
っ
て
そ
の
輪
郭
が
形
づ
く
ら
れ
た
。 

 

洪
積
世
の
前
半
は
、
こ
の
よ
う
に
大
阪
平
野
全
域
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
古
大
阪
湾
に
、
大
阪
層
群
が
堆
積
し
つ
つ
、
六
甲
山
地
を 

は
じ
め
周
囲
の
山
地
が
、
じ
ょ
じ
ょ
に
隆
起
を
は
じ
め
て
い
た
。
芦
屋
地
方
で
は
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岳
か
ら
荒
地
山
に
か
け
て
の
山
地
一 

帯
が
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
陸
化
し
、
つ
づ
い
て
現
在
の
山
麓
部
に
堆
積
し
た
大
阪
層
群
の
陸
化
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
新
し
く
誕 

生
し
た
陸
地
に
は
、
背
山
を
流
れ
る
川
が
延
長
川
と
な
っ
て
流
れ
、
新
し
い
地
表
を
刻
ん
で
い
っ
た
。
こ
う
し
て
六
甲
山
地
の
前
面 

に
も
、
陸
化
し
た
大
阪
層
群
の
土
地
が
ひ
ろ
が
っ
た
後
、
一
時
、
海
進
（
海
面
上
昇
）
が
あ
っ
て
海
に
近
い
部
分
は
再
び
海
底
に
没 

し
、
か
つ
て
の
地
表
面
の
上
に
新
し
い
地
層
が
堆
積
を
は
じ
め
た
。
こ
の
地
層
が
、
本
市
域
で
は
甲
陽
断
層
よ
り
南
に
分
布
す
る
大 

阪
層
群
で
、
と
く
に
満
池
谷

ま
ん
ち
だ
に

累
層

る
い
そ
う

と
区
別
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
阪
神
地
方
は
、
満
池
谷
累
層
堆
積
後
、
大
規
模
な
断
層
運
動
を
迎 

え
る
の
で
あ
る
。 

 

氷
河
時
代
の
芦
屋
―
―
芦
屋
に
象
が
い
た
こ
ろ
―
― 

 

洪
積
世
は
ま
た
、
氷
河
の
消
長
で
知
ら
れ
、
寒
か
っ
た
氷
期
と
暖
か
か 

っ
た
間
氷
期
を
周
期
的
に
く
り
か
え
し
た
時
代
で
あ
る
。
芦
屋
地
方
も
、
こ
の
世
界
的
な
気
候
変
化
の
中
に
あ
っ
た
。
一
方
、
氷
河 
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五
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の
拡
大
と
と
も
に
、
氷
河
と
な
っ
て
陸
上
に
は
い
上
が
っ 

た
氷
の
量
に
相
当
す
る
水
量
だ
け
世
界
中
の
海
水
が
減
少 

し
、
海
面
が
低
下
し
た
。
こ
の
よ
う
な
氷
河
性
海
面
変
動 

に
よ
っ
て
、
氷
期
に
は
芦
屋
の
面
す
る
大
阪
湾
を
は
じ 

め
、
日
本
近
海
も
海
面
が
低
下
し
、
日
本
と
大
陸
と
は
陸 

続
き
に
な
り
、
象
を
は
じ
め
、
大
陸
の
動
物
が
渡
来
し
た
。 
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五
一 

  

 

本
市
域
に
も
、
か
つ
て
山
手
小
学
校
東
側
で
象
の
牙
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い 

た
が
、
昭
和
三
十
六
年
に
六
甲
山
を
横
断
す
る
芦
有

ろ

ゆ

う

道
路
の
建
設
に
際
し
て
、
芦 

屋
川
河
畔
石
釜
谷

い
し
か
ま
だ
に

近
く
の
河
岸
段
丘

か
が
ん
だ
ん
き
ゆ
う

か
ら
ナ
ウ
マ
ン
象
の
臼
歯
が
発
見
さ
れ
た
。 

こ
の
臼
歯
は
右
下
あ
ご
の
第
三
真
臼
歯
（
乳
歯
）
と
鑑
定(

大
阪
市
立
自
然
科

学
博
物
館
に
よ
る)

さ
れ
て 

い
る
。
ナ
ウ
マ
ン
象
の
化
石
は
日
本
各
地
で
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
近
辺
で 

は
、
明
石
屏
風

び
よ
う
ぶ

ケ
浦う

ら

、
大
阪
・
上
町
台
地
、
同
・
緑
町
、
岸
和
田
・
城
南
町
か
ら 

も
出
土
し
て
い
る
。
ナ
ウ
マ
ン
象
は
、
こ
れ
ま
で
南
方
系
と
さ
れ
て
い
た
が
、
昭 

和
三
十
七
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
、
信
州
野
尻
湖
底
の
ナ
ウ
マ
ン
象
化
石
の
調 

査
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
今
か
ら
二
万
年
ほ
ど
前
、
ビ
ュ
ル
ム
氷
期
の
寒
冷
気
候 

の
も
と
で
、
オ
オ
ツ
ノ
シ
カ
の
よ
う
な
寒
冷
地
域
の
動
物
と
一
緒
に
生
活
し
て
い 

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
市
で
の
出
土
場
所
も
、
ビ
ュ
ル
ム
氷
期
前
半
と
考 

え
ら
れ
る
高
位
段
丘
で
、
山
手
小
学
校
東
側
か
ら
発
見
さ
れ
た
象
の
牙
も
、
山
手 

小
学
校
の
あ
る
高
位
段
丘
か
ら
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ナ
ウ
マ
ン
象
の
牙
で
あ
ろ
う
。 

 

台
地
の
形
成 

 

芦
屋
に
象
が
い
た
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
洪
積
世
の
終
り
ご
ろ
に
な
る
と
、
六
甲
山
地
か
ら
流
下
す
る
芦
屋
川
を
は 

じ
め
諸
河
川
が
旺
盛

お
う
せ
い

な
侵
蝕
力
で
山
地
を
削
る
と
と
も
に
、
削
っ
た
岩
屑
を
山
麓
に
堆
積
し
、
す
で
に
陸
化
し
て
い
た
大
阪
層
群
か 

ら
な
る
平
地
の
上
に
扇
状
地
を
形
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
山
麓
扇
状
地
の
形
成
が
つ
づ
い
て
い
る
間
に
、
間
欠
的
な
地
盤
の
隆
起 
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（
ま
た
は
海
退
）
が
起
こ
り
、
川
は
扇
状
地
を
深
く
刻
み
こ
ん
で
前
面
に
新
し
い
扇
状
地
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
は
じ
め
の
扇
状
地 

は
、
川
が
刻
み
こ
ん
だ
段
丘
崖
に
よ
っ
て
、
前
面
の
新
し
い
扇
状
地
に
臨
む
一
段
と
高
い
台
地
と
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
間
に
も 

背
山
の
隆
起
、
海
底
の
沈
降
が
続
い
た
た
め
、
古
い
台
地
ほ
ど
傾
斜
が
加
わ
っ
て
い
っ
た
。
山
手
町
か
ら
東
山
町
に
か
け
て
の
び
る 

芦
屋
（
山
手
）
台
地
は
、
も
っ
と
も
早
く
台
地
化
し
た
古
い
扇
状
地
で
、
高
位
段
丘
に
分
類
さ
れ
、
ビ
ュ
ル
ム
氷
期
の
前
半
か
ら
最 

盛
期
の
時
代
と
考
え
ら
れ
、
ナ
ウ
マ
ン
象
の
い
た
こ
ろ
の
生
成
で
あ
る
。
翠
ケ
丘
台
地
は
、
中
位
の
段
丘
に
分
類
さ
れ
る
第
二
に
古 

い
扇
状
地
面
で
ビ
ュ
ル
ム
氷
期
後
半
の
生
成
と
考
え
ら
れ
、
高
位
の
台
地
に
比
べ
て
高
度
が
低
く
台
地
面
の
傾
斜
も
緩
か
で
あ
る
。 

 

芦
屋
の
台
地
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
、
今
か
ら
約
二
万
年
前
の
ビ
ュ
ル
ム
氷
期
の
最
盛
期
に
は
、
海
面
低
下
が
一
〇
〇
メ
ー
ト 

ル
前
後
に
達
し
、
大
阪
湾
が
完
全
に
陸
化
し
、
海
は
紀
淡
海
峡
ま
で
退
い
て
い
た
。
市
内
の
台
地
を
刻
む
樹
枝
状
の
谷
は
そ
の
当
時 

の
多
く
の
支
谷
の
谷
頭
侵
蝕
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

縄
文
海
進
と
海
岸
低
地
の
修
飾

し
ゆ
う
し
よ
く 

 

洪
積
世
最
後
の
氷
期
（
ビ
ュ
ル
ム
氷
期
）
が
終
わ
り
、
気
候
が
温
暖
化
し
て
沖
積
世
に
入
っ 

た
初
期
の
こ
ろ
、
海
面
は
現
在
よ
り
五
メ
ー
ト
ル
前
後
高
く
、
芦
屋
で
は
、
お
よ
そ
第
二
阪
神
国
道
か
ら
阪
神
電
車
線
の
間
に
海
岸 

線
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
打
出
奥
砂
州
は
、
そ
の
こ
ろ
の
海
浜
砂
州
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
に
海
退
が
あ
り
、
浅
海 

底
が
陸
化
し
て
海
岸
低
地
が
誕
生
し
、
今
日
の
芦
屋
全
域
の
土
地
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
歴
史
時
代
に
入
っ
て
、
海
岸
に
は
打 

出
浜
砂
州
の
徴
高
地
と
芦
屋
川
扇
状
地
の
形
成
が
続
き
、
低
地
を
修
飾
す
る
と
と
も
に
、
宮
川
や
東
川
の
扇
状
地
の
一
部
が
段
丘
化 

し
、
も
っ
と
も
新
し
い
台
地
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
為
に
よ
る
土
地
の
変
貌
も
こ
の
時
代
の
特
徴
で
、
芦
屋
川
の
天
井
川
化 

は
人
為
に
よ
る
流
路
の
固
定
化
の
産
物
で
あ
り
、
扇
状
地
の
荒
れ
川
を
お
さ
め
て
き
た
先
祖
の
努
力
の
結
果
で
も
あ
る
。
し
か
し
、 
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五
三 

 

天
井
川
が
川
と
し
て
不
自
然
な
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
人
為
を
加
え
た
限
り
に
お
い
て
、
今
後
も
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
ろ 

う
。
海
岸
低
地
も
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
全
域
が
人
工
の
盛
土
地
と
変
わ
り
、
自
然
の
地
表
面
を
残
し
て
い
な
い
。 
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芦
屋
川
流
域
の
林
相 

 
芦
屋
川
流
域
の
六
甲
山
地
に
は
、
ア
カ
マ
ツ
林
が
も
っ
と
も
多
く
、
一
部
に
は
美
林
を
形
成
し
て
い
る 

が
、
一
般
に
疎
林
で
、
禿
赭
地

ち
よ
と
つ
ち

や
岩
の
裂
け
目
な
ど
に
も
生
え
、
流
域
の
ほ
と
ん
ど
全
域
を
お
お
っ
て
い
る
。
ク
ロ
マ
ツ
の
成
育
も 

み
ら
れ
る
が
、
山
地
部
で
は
、
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
に
多
く
、
総
体
的
に
は
ア
カ
マ
ツ
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
ク
ロ
マ
ツ
・
ア
カ 

マ
ツ
の
緑
、
枝
振
り
、
樹
幹
の
色
は
、
阪
神
地
方
の
風
景
を
構
成
す
る
要
素
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ア
カ
マ
ツ
は
土
質
を
選
ば 

ず
、
や
せ
た
土
地
で
も
日
光
に
恵
ま
れ
さ
え
す
れ
ば
よ
く
育
つ
の
で
、
わ
が
国
の
山
地
や
丘
陵
に
、
も
っ
と
も
多
い
樹
種
の
一
つ
で 

あ
る
。
ま
た
、
ア
カ
マ
ツ
林
は
、
樹
冠
が
日
光
を
通
し
や
す
い
た
め
、
林
下
や
低
木
や
草
本
が
生
育
し
や
す
く
、
そ
の
点
て
砂
防
植 

物
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。 

 

ア
カ
マ
ツ
林
に
生
え
て
い
る
低
木
群
落
に
は
、
常
緑
の
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ア
セ
ビ
、
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
が
主
な
も
の
で
、
荒
地
山
・
ロ
ッ 

ク
ガ
ー
デ
ン
な
ど
母
岩
が
露
出
し
た
ア
カ
マ
ツ
疎
林
地
で
は
ヒ
サ
カ
キ
が
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
半
常
緑
の
ツ
ツ
ジ
類
も
多
く
、 

美
し
い
花
を
つ
け
て
春
の
六
甲
山
を
い
ろ
ど
る
。
こ
の
ほ
か
、
サ
サ
類
で
は
、
ネ
ザ
サ
が
多
く
、
ア
カ
マ
ツ
林
下
の
ほ
か
、
東
お
多 

福
山
に
群
生
し
て
特
異
な
植
生
を
み
せ
て
い
る
。
人
工
砂
防
植
栽
樹
で
は
、
荒
地
山
近
辺
の
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
な
ど
が
あ
る
。
ニ
セ
ア 
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カ
シ
ア
・
ハ
ギ
類
は
、
や
せ
た
土
地
や
乾
燥
に
耐
え
る
力
が
大
き
い
の
で
禿
赭
地

ち
よ
と
つ
ち

に
植
栽
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。 

 

早
春
に
は
、
ア
セ
ビ
の
小
さ
い
釣
鐘
状
の
白
い
花
房
が
美
し
く
、
春
に
は
ツ
ツ
ジ
が
い
ろ
ど
り
、
五
月
に
は
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の
花 

が
美
し
い
。
八
月
か
ら
九
月
に
は
、
秋
の
七
草
、
ハ
ギ
が
あ
り
、
秋
に
は
ス
ス
キ
の
銀
波
が
美
し
く
、
冬
は
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
の
白
い
隈 

取
り
も
風
情
が
深
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
芦
屋
川
流
域
に
は
ア
カ
マ
ツ
林
が
卓
越
し
て
い
る
が
、
こ
の
土
地
本
来
の
林
相
は
、
ア
カ
マ
ツ
林
で
は
な
か
っ 

た
。
現
在
、
六
甲
山
地
に
点
点
と
残
っ
て
い
る
原
始
林
的
森
林
や
神
社
境
内
の
林
相
か
ら
推
察
す
る
と
、
も
と
は
、
シ
イ
・
カ
シ
類 

の
常
緑
広
葉
高
木
の
森
林
に
お
お
わ
れ
、
ナ
ラ
・
マ
キ
な
ど
の
落
葉
高
木
が
混
生
す
る
林
相
で
、
そ
れ
に
、
モ
ミ
・
ツ
ガ
・
ア
カ
マ 

ツ
な
ど
の
針
葉
樹
が
混
生
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
れ
が
、
現
在
の
よ
う
な
ア
カ
マ
ツ
林
に
変
わ
っ
た
の
は
、
花
崗
岩
山
地
の
は
げ
し
い
侵
蝕
や
、
表
六
甲
の
比
較
的
乾
燥
し
た
気 

候
条
件
が
、
や
せ
地
や
乾
燥
に
強
い
ア
カ
マ
ツ
林
を
助
成
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
最
大
の
原
因
は
人
為
作
用
で
あ
っ
て
、
伐
採
お 

よ
び
山
火
事
が
く
り
か
え
さ
れ
、
第
二
次
的
な
森
林
が
出
現
し
た
た
め
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
古
く
大
阪
城
築
城
に
際
し
て
六
甲
山 

よ
り
莫
大

ば
く
だ
い

な
石
材
を
切
り
出
し
た
後
、
山
地
の
管
理
よ
ろ
し
き
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ 

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
人
為
に
よ
る
林
相
変
化
の
大
き
い
こ
と
を
認
識
し
、
治
山
に
一
層
の
留
意
が
痛
感
さ
れ
る
。 

 

背
山
の
起
伏
と
若
返
り
河
川
の
芦
屋
川 

芦
屋
の
背
山
は
、
海
岸
か
ら
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
地
点
が
標
高
九
〇
〇
メ
ー
ト 

ル
と
い
う
高
い
地
塁
で
、
階
段
断
総
崖
の
成
長
に
よ
っ
た
こ
と
か
ら
、
五
助
橋
断
層
崖
と
芦
屋
断
層
崖
と
の
二
つ
の
急
斜
地
が
存
在 

す
る
。
ま
た
、
切
峰
面
（
図
17
）
を
み
る
と
、
芦
屋
川
が
前
山
山
地
の
部
分
で
、
切
峰
面
高
度
の
大
き
い
部
分
を
横
断
す
る
先
行
川 



 

第
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の
性
質
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
河
床
縦
断
面
図
（
図
33
）
で
も
、
前
山
を
横
断
す
る
部
分
が
凸
面 

状
で
、
芦
屋
断
層
崖
の
成
長
よ
っ
て
若
返
っ
た
様
子
が
明
ら
か
で
、
川
の
急
斜
帯
は
、
切
峰
面
図 

に
お
け
る
急
斜
帯
と
重
な
り
、
両
者
の
密
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
芦
屋
背
山
の 

急
斜
地
は
、
断
層
崖
と
若
返
り
河
川
の
侵
蝕
谷
と
か
ら
で
き
て
い
る
。
芦
屋
川
は
、
六
甲
主
峰
の 

東
方
、
石
宝
殿
に
源
を
発
し
て
奥
池
方
面
か
ら
の
池
の
谷
を
合
し
、
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
山
間 

部
を
流
れ
、
山
地
を
出
て
か
ら
高
座
川
を
合
わ
せ
て
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
市
街
地
を
通
る
延
長 

約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
文
字
通
り
市
域
を
縦
断
す
る
河
川
で
、
さ
か
ん
な
下
刻
作
用

か

こ

く

さ

よ

う

の
結
果
、
深 

い
Ｖ
字
谷
を
形
成
し
て
渓
谷
の
美
観
を
み
せ
て
い
る
。
流
域
面
積
は
、
八
・
三
六
平
方
キ
ロ
メ
ー 

ト
ル
、
流
域
全
体
の
平
均
傾
斜
は
一
九
度
一
九
分
で
、
最
大
は
芦
屋
川
本
谷
の
二
三
度
三
分
、
最 

小
は
奥
池
池
の
谷
で
一
五
度
四
分
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
隆
起
準
平
原
の
山
頂
小
起
伏
面
は
、
準
平
原
化
当
時
か
ら
風
化
が
今
日
ま
で
継
続
的
に 

行
な
わ
れ
て
風
化
層
が
厚
い
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
準
平
原
面
上
を
流
れ
て
い
た
芦
屋
川
が
地
盤
の 

隆
起
に
よ
っ
て
若
返
り
、
さ
か
ん
な
侵
蝕
力
に
よ
っ
て
、
マ
サ
を
含
む
厚
い
風
化
層
を
侵
蝕
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
芦
屋
川
は
古
来
、
多
量
の
土
砂
を
山
麓
に
押
し
出
し
つ
づ
け
て
き 

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
芦
屋
川
畔
の
土
地
は
、
幕
藩
時
代
に
は
水
害
に
悩
ま
さ
れ
つ
づ
け
た 

土
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
天
保
年
間
の
大
築
堤
工
事
に
よ
り
、
一
応
、
河
道
が
安
定
、
乱
流
に
も 
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と
づ
く
水
害
は
少
な
く
な
り
、
農
地
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て 

き
た
。 

 

昭
和
の
大
水
害 

 

明
治
に
入
っ
て
、
明
治
二
十
五
年
七 

月
の
六
甲
大
水
害
を
契
機
に
、
六
甲
山
地
の
砂
防
工
事
が
始 

め
ら
れ
、
以
来
、
土
砂
の
押
し
出
し
に
よ
る
被
害
は
少
な
く 

な
り
、
扇
状
地
面
は
住
宅
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な 

っ
た
。
し
か
し
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
住
宅
地
化
か
急
速 

に
進
む
一
方
、
六
甲
山
地
の
崩
壊
性
地
形
は
い
か
ん
と
も
し 

が
た
く
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
に
は
、
未
曽
有 

の
山
津
波
で
大
き
な
被
害
を
う
け
る
に
い
た
っ
た
。
一
般 

に
、
山
津
波
と
い
え
ば
山
間
へ
き
地
の
村
落
を
お
そ
う
と
考 

え
る
の
が
常
識
で
あ
る
の
に
、
大
都
会
が
山
津
波
に
お
そ
わ 

れ
、
阪
神
間
の
住
宅
地
が
一
瞬
に
し
て
廃
虚
と
化
し
た
の
で 

あ
る
。
当
時
、
阪
神
地
方
で
は
、
六
月
初
句
よ
り
梅
雨
に
入
っ
た
が
、
六
月
中
の
雨
量
は
神
戸
測
候
所
で
累
計
一
六
三
ミ
リ
（
例
年 

以
下
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
七
月
に
入
る
と
雨
量
が
急
に
増
加
し
、
神
戸
測
候
所
は
三
日
午
後
九
時
「
雨
は
な
お
二
、 

三
日
降
り
続
き
、
悪
く
す
れ
ば
大
雨
と
な
り
河
水
増
水
の
傾
向
濃
厚
な
る
を
以
て
、
こ
の
方
面
に
対
し
特
に
注
意
を
要
す
」
と
い
う 
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気
象
特
報
を
出
し
、
ラ
ジ
オ
に
よ 

っ
て
も
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、 

一
般
市
民
は
、
市
街
地
が
傾
斜
面 

上
に
あ
る
た
め
、
大
き
な
水
量
に 

は
達
す
ま
い
と
思
い
、
ま
し
て
山 

津
波
に
お
そ
わ
れ
る
こ
と
な
ど
は 

夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ 

る
。
雨
は
四
日
午
後
五
時
ご
ろ
か 

ら
衰
え
は
じ
め
夜
に
入
っ
て
一
時 

止
ん
だ
が
、
五
日
午
前
一
時
ご
ろ 

よ
り
再
び
は
げ
し
く
な
り
、
五
日 

午
前
九
時
よ
り
正
午
に
い
た
る
間 

は
平
均
毎
時
四
〇
ミ
リ
以
上
に
お 

よ
ん
だ
。
七
月
三
日
よ
り
五
日
に 

お
よ
ぶ
降
雨
量
は
表
９
お
よ
び
、 

図
36
の
と
お
り
で
あ
る
。
神
戸
測 
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六
〇 

 

 
候
所
で
の
計
測
で
は
三
日
間
の
雨
量
が
実
に
四
六
一
・
八
ミ
リ
に
お
よ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
雨
は
、
図
36
に
み
る
よ
う
に
、
東 

の
大
阪
、
西
の
明
石
は
大
し
た
こ
と
な
く
、
六
甲
山
地
方
に
集
中
し
て
降
っ
た
豪
雨
で
あ
っ
た
。 

 

芦
屋
川
で
は
、
上
流
に
山
津
波
を
生
じ
、
そ
の
押
し
流
さ
れ
た
土
砂
や
岩
や
流
木
が
国
鉄
架
橋
、
阪
急
電
車
線
に
よ
っ
て
堰
止
め 

ら
れ
て
、
両
岸
の
堤
防
が
決
潰
し
、
土
石
流
が
川
の
東
西
、
こ
と
に
東
側
の
住
宅
地
帯
を
お
そ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
芦
屋
の 

中
央
部
一
帯
は
浸
水
の
災
難
に
あ
っ
た
が
、
川
が
国
道
よ
り
北
で
溢
れ
た
た
め
、
そ
れ
よ
り
下
流
の
堤
防
上
や
扇
状
地
の
や
や
高
い 

と
こ
ろ
は
被
害
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
る
。
宮
川
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
氾
濫
を
起
こ
し
た
が
、
局
部
的
な
も
の
で
被
害
も
家
屋
の
半
壊 

以
上
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
大
水
害
は
、
水
害
発
生
が
急
激
で
あ
っ
た
こ
と
、
濁
流
の
運
搬
力
が
強
大
で
あ
っ
た
こ
と
、
土 

砂
の
堆
積
・
埋
没
作
用
が
は
げ
し
か
っ
た
こ
と
、
道
路
を
濁
流
が
荒
れ
狂
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
昭
和
三
十
六
年 

に
は
、
六
月
二
十
四
日
か 

ら
数
日
に
わ
た
っ
て
集
中 

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
芦
屋 

市
に
お
い
て
も
二
十
四
日 

か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て 

降
雨
八
〇
時
間
一
九
分
、 

降
雨
量
累
計
四
三
一
・
七 
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六
一 

 

 

ミ
リ
を
記
録
し
、
浸
水
、
崖
く
ず
れ
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
被
害
の 

多
か
っ
た
の
は
打
出
の
低
地
帯
、
宮
川
流
城
お
よ
び
一
部
の
山
麓
住
宅
地 

で
、
大
小
の
崖
く
ず
れ
は
三
〇
か
所
に
お
よ
ん
だ
。 

 

こ
の
よ
う
な
本
市
を
お
そ
っ
た
水
害
を
分
析
す
る
と
、
六
甲
南
麓
地
方
で 

は
、
梅
雨
の
長
雨
の
あ
と
の
集
中
豪
雨
で
水
害
を
う
け
や
す
く
、
昭
和
四
十 

二
年
七
月
十
日
の
豪
雨
災
害
も
、
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
秋
の 

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
先
行
降
雨
が
な
い
の
で
あ
ま
り
大
き
な
被
害
を
も
た 

ら
さ
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
本
市
の
防
災
に
は
、
本
市
域
が
地
形
上
、
急
斜 

地
が
多
く
、
風
化
土
層
の
厚
い
山
地
を
、
若
返
り
の
侵
蝕
力
の
旺
盛
な
河
川 

が
流
れ
て
い
る
と
い
う
土
地
環
境
の
認
識
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。 

 
海
岸
侵
蝕
と
防
潮
堤
の
完
成 

 

芦
屋
川
の
さ
か
ん
な
堆
積
作
用
は
、
河 

口
に
扇
状
地
状
三
角
州
を
形
成
し
、
古
来
、
海
岸
線
を
前
進
さ
せ
て
き
た
。 

そ
れ
は
、
芦
屋
川
口
を
中
心
に
、
海
へ
で
っ
ぱ
っ
た
海
岸
線
の
形
に
明
ら
か 

で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
以
降
の
治
水
を
目
的
と
し
た
河
道
の
改
修
、
護
岸
工
事
の
進
捗

し
ん
ち
よ
く

、
芦
屋
川
上
流
部
山
地
の
砂
防
工
事
の
成 

功
で
、
海
へ
の
運
搬
物
が
急
減
し
た
た
め
、
そ
の
後
は
海
岸
に
そ
っ
て
東
流
す
る
沿
岸
潮
流
に
よ
っ
て
海
岸
が
蚕
食
さ

さ
ん
し
よ
く

れ
、
海
岸
線 

が
後
退
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
、
明
治
二
十
四
年
版
二
万
分
の
一
地
形
図
の
海
岸
線
か
ら
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
後
退
し
て 



 

第
一
章 

芦
屋
の
自
然
環
境 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

六
二 

  

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
海
岸
に
防
潮
堤
が
つ
く 

ら
れ
、
海
侵
蝕
と
高
潮
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
将
来
、
海 

面
の
埋
立
が
完
成
す
れ
ば
現
海
岸
線
の
海
岸
侵
蝕
の
問
題
そ
の 

も
の
は
一
応
終
止
符
が
う
た
れ
る
が
、
反
面
、
白
砂
青
松
の
打 

出
浜
・
芦
屋
浜
と
も
わ
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。 
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